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概
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を
中
心
に
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山

口

徹

1

わ
が
国

は
四
辺
を
海

に
か
こ
ま
れ
、
海

に
接
す

る
村

々
に
は
海
を
生
業

の
場
と
す
る
漁
業

や
廻
船
業
、

さ
ら
に
海
を
主
た
る
輸
送
手
段

と
し

た
林
業
、
薪
炭
業
、
石
材
業
な
ど
、
海

と
か
か
わ
る
暮
し
が
あ

っ
た
。

従
来
、

こ
う
し
た
村

々
は
漁
業

に
注
目
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
漁
村
と
呼
ば
れ
、

そ
の
多
く
は
半
農
半
漁

の
村
と
言
わ
れ

て
き
た
。

こ
の
よ
う

に
半
農
半
漁

と
呼
ば
れ

る
村

の
調
査
を

一
九

八
三
年

以
来
、
上
総
国
九
十
九
里
浜

の
地
曵
網
漁
業

・
漁
村

の
調
査

を
皮
切

に
、
安
房
、
東
京
内
湾
、
更

に
西
伊
豆

の
土
肥
町
と
す
す
め

て
き

た
。
近
年

は
沼
津
市
史

の
漁
村
部
会
を
引
受

け
た

こ
と
も
あ
り
・

日
本

常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究

の
出
発
点

と
も
な

っ
た
豆
州
内
浦

(現
沼
津
市
)
の
村

々

の
調
査
を
お

こ
な

っ
て
い
る
。
そ
の
過
程

で
、

半
農
半
漁

の
村
と
言

わ
れ

る
村

々
の
実
態

は

こ
れ
ま

で
必
ず
し
も
明
ら
か

に
な

っ
て
い
な

い
し
、
海

に
接
し
、
海
と
か
か
わ
り
な
が
ら
生

活
を
建

て
て
い
る
百
姓

の
住
む
村

々
を
村
全
体

の
生
業
、
生
活

の
総
体
と
し
て
と
ら
え
、
漁
業
や
漁
民

の
あ
り
様
を
そ
の
中

に
位
置
付
け

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
う
し
た
関
心

に
そ

っ
て
、

一
九
九

一
年

に
は

「土
肥
村

の
概
況
と
諸
職

・
職
人
」
(『歴
史
と
民
俗
』
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・
平
凡
社
)、
「
豆
州
内
浦

一
四

ヶ
村

と
江
梨
村

の
生
産
概
況
t
明
治
前
期
を
中
心

に
し
て
i
」
(『
沼
津
市
史
研
究
』
1

.
一
九
九
二

.
沼
津
市

教
育
委
員
会
)
等

の
成
果
を
発
表
し

て
き
た
。

そ
の
分
折
を
通

し
て
言

え
る
こ
と

は

一
見
、
同

じ
様

な
自
然
環
境

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
海
付

の
村

々
の
あ
り
様

に
は
か
な
り
大
き

な
差

が
認
め
ら
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

例
え
ば
狩
野
川
河

口
か
ら
大
瀬
崎

を
見
通
し
た
内
浦
湾

に
は
、
明
治
期
以
降

の
漁
業
組
合

の
区
分

で
は
、
第
七
区

に
属
す

る
我
入
道
、

志
下
、
獅
子
浜
、
江
浦
、
多
比
、

口
野

の
六

ヶ
村
、
第
六
区

に
属
す
る
重
寺
、
小
海
、
三
津
、
長
浜
、
重
須

の
五

ヶ
村
、
第

五
区

に
属
す

る
木
負
、
久
連
、
平
沢
、
立
保
、
占
宇
、
足
保
、
久
料
、
江
梨

の
八

ヶ
村

が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
村

々
を
見

る
と
獅
子
浜
か
ら
志
下

に
か
け

て
は
砂
浜
が
多

く
、
遠
浅

で
、
後
背
地

に
平
坦
な
耕
地
が
多

く
、
漁
業
も
当
然

の
こ
と
な
が
ら
立
切
網
漁

は
な
く
、
地
曵
網

や
釣
漁
が
中

心

で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
第
七
区

の
江
浦
、
多
比
、

口
野
と
第
六
区

の
重
寺
か
ら
重
須

に
か
け

て
の
内
浦
五

ヶ
村

は
そ
れ
ぞ
れ
深

い

入
江
を
持

ち
、
立
切
網
漁
を
中
心
と
し
た
漁
業
が
展
開
し

て
い
た
。
第
五
区

の
木
負
か
ら
江
梨

に
か
け

て
の
八

ヶ
村
は
、
第
六
区

の
よ
う

に
深

い
入
江
も
な

く
、
六
区

の
村

に
比

べ
れ
ば
必
ず
し
も
立
切
網
漁

に
適

し
た
条
件
を
も
た
ず
、
後
背

に
山
が
せ
ま
り
、

そ
の
ま
ま
巨
岩

が
海

に
落
ち
込
み
曵
網
漁

に
も
不
適
当

な
漁
場
条
件
を
も

つ
村

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
第
五
区

の
村

々
の
立
切
網
漁
は
、
江
梨
村
を
除

い
て
は
ご
く
小
規
模

な
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、
漁
業

は
海
岸
線
や
地
先
海
面

の
状
況
、
更

に
廻
遊
し

て
く

る
魚
種

に
よ
り
多
様

で
あ
り
、
隣
接
す

る
村

で
あ

っ
て
も
、

全
く
違

っ
た
漁
業

が
営
ま
れ
、
生
業

も
生
活
も
異
な
る
様
相

を
し
ば
し
ば
見

せ
て
く
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
変
化

に
富

ん
だ
環
境
を
も

つ
海
付

の
こ
れ
ま
で

一
般

に
漁
村
と

い
わ
れ

て
い
た
村

は
、
漁
業

の
あ
り
様

一
つ
と

っ
て
も
村

境
を
接
し
な
が
ら
全
く
異
な

っ
た
様
相
を
示
し
、
そ
こ
に
住

む
人

々
の
生
業
も
生
活
も
全
く
異
な

っ
た
姿
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
水

田
単
作
地
帯

で
あ
れ
、
畑
作
農
村

で
あ
れ
、
純
農
村
地
帯

で
は
見
る

こ
と

の
出
来

な
い
も

の
で
あ

る
と
、日
え
よ
う
。
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そ
も

そ
も
漁
業

は
海
底
環
境

に
応
じ
生
息
し
、

ま
た
海
流

に
沿

っ
て
廻
遊
す

る
魚
類
を
、
伝
承

さ
れ

て
き
た
漁
民

の
知
恵
と

工
夫
を

も

っ
て
生
み
出

し
た
漁
具
と
漁
法
を
も

っ
て
漁
獲
す

る
も

の
で
あ
る
。
魚
類

の
中

に
は
漁
民
達
が

「
根
」
と
呼
ん

で
い
る
魚
礁

に
生
息
す

る
も

の
、
海
底

の
砂
地

に
生
息
す
る
も

の
、
黒
潮

に
乗

っ
て
廻
遊
す
る
も

の
な
ど
多
様

で
あ
る
。

こ
う
し
た
魚
類
を
漁
す
る
漁
具

や
漁
法

か
ら
見
る
と
、
魚
礁
を
ほ
と
ん
ど
動
か
な

い
魚

の
場
合

は
網
が
か
り
の
す
る
網
漁
法

は
不
向
き

で
あ
り
、
釣
漁
、
は
え
縄
漁
が
巾
心
と
な

る
。

ま
た
廻
遊
魚

の
場
合
も
、
沖

に
船
を
出

し
て
、
魚
群
を
追

い
、
沖
合

で
網
を
入
れ
魚
を
漁

る
漁
具

・
漁
法
も
あ
れ
ば
産
卵

の
た
め

に

陸
地

に
廻
遊
し

て
き
た
魚
類
を
、
自
然
環
境
を
利
用
し

て
地
先

の
海
面

で
漁
る
地
曳
網

や
壷
切
網
、
刺
し
網
、
俗

に
定
置
網
と
呼
ば
れ
る

漁
法
も
あ
る
。

藷

県
水
監

L
で
は
県
下
の
網
具
の
種
類
を
笙

建
網
類
・
第
二
窃

網
類
・
第
三
曳
網
類
・
第
四
繰
網
類
・
第
五
敷
網
類
・
第
六

施
網
類
、
第
七
刺
網
類
、
第
八
抄
網
類
、
第
九
掩
網
類
、
第
卜
雑
漁
具

の
ト
種

に
分
類
し
、
県
下

の
網
魚
具

の
構
造
、
使
用
法
、
対
象
魚

等

に

つ
い
て
、
各
地

の
事
例

に
そ
く
し
た
調
査
報
告

を
ま
と
め
て
い
る
。
例

え
ば
第
三
曳
網
類
を
見

る
と
、

第
三

曳
網
類

申
」戸

田

ノ

鰹

網

子

浦

ノ

鮪

鰹

網

藤

守

ノ
鰹

地

曳

網

城

ノ

腰

ノ

鯛

網

蒲

原

ノ
小

地

曳

網

間

門

ノ
綿

地

曳

網

重

須

ノ

鮨

網

井

田

ノ

鰹

網

元
吉
原
村
ノ
大
地
曳
網

白
須
賀
町
ノ
鯉
地
曳
網

城

ノ

腰

ノ

働

網

元

吉

原

村

ノ
鮨

網

我

入

道

ノ

鰍

網

江

奈

ノ
鯛

地

曳

網

土

肥

ノ

鰹

網

間

門

ノ
大

地

曳

網

福

田

ノ

い

ち

網

三
保
村

ノ
大
地
曳
網

沼

津

町

ノ
鯉

大

網

我

入

道

ノ
大

鰹

網

濱

ノ

鯉

地

曳

網

土

肥

ノ
金

鎗

魚

網

志

下

ノ

鰹

網

藤

守

ノ

い

ち

網

蒲

原

ノ
大

地

曳

網

沼

津

町

ノ
地

摩

網

我

入

道

ノ
小

鮨

網

伊

東

ノ

地

曳

網
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元
吉
原
村
ノ
鰍
地
曳
網

三

保

村

ノ
鰍

曳

網

我

入

道

ノ

鯛

網

中

宿

ノ

手

繰

網

吉

永

ノ

猫

網

新

所

ノ

蝦

網

元
吉
原
村
ノ
鰍
時
曳
網

我

入

道

ノ

河

曳

網

志

下

ノ

鰍

曳

網

蒲

原

ノ
鰍

見

曳

網

我

入

道

ノ
柔

魚

網

清

水

ノ

手

繰

網

氣

賀

ノ

夜

曳

網

小
金

ノ
高
綱
地
曳
網

元
吉
原
村

ノ
時
小
網

間

門

ノ

夜

曳

網

間

門

ノ

鰍

曳

網

網

代

ノ

鯛

網

江

奈

ノ

手

繰

網

城

ノ
腰

ノ
手

繰

網

氣

賀

ノ

た

ふ

網

三

保

ノ

高

綱

網

志

下

ノ

鯖

地

曳

網

重

寺

ノ
小

地

曳

網

仁

科

村

ノ
鰍

曳

網

田

子

ノ

鯛

網

元
吉
原
村

ノ
手
繰
網

撒

餌

曳

網

新

所

ノ

地

曳

網

三

保

ノ
ご

ろ
曳

網

田

牛

ノ
小

地

曳

網

重

寺

ノ

鰺

曳

網

と
六
〇
種

の
曳
網
が
詳
述

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
様

に
漁
具

や
漁
法

は
海
底
環
境

や
廻
遊
魚

の
漁
獲
場
所
、
対
象
魚

の
種
類

に
よ
り
多
様

で

あ

っ
た
。

更

に
、
地
先
海
面
、
海
底

の
状
態

や
、
海
辺

の
環
境

に
よ
り
、
繋
留
可
能
な
船

の
大
き
さ
も
制
限
さ
れ
る
し
、
場
合

に
よ

っ
て
は
全

く

船
漁
が
出
来
な

い
村
も
出

て
く
る
こ
と

に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
漁
村
、
半
農
半
漁

の
村
と
言

っ
て
も
、

そ
の
内
容
は
様

々
で
あ
り
、

そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
ま
ず
必
要

に
な

っ
て
く

る
。私

は
か

つ
て
明
治
三
十
八
年

の

「
千
葉
県
統
計
書
」
(『
明
治
年
間
府
県
統
計
資
料
集
成
』
)
か
ら
、
山
武
郡
、
安
房
郡
、
千
葉
郡

の
漁
獲
高
と

漁
業
人

口
の
概
況
を
抽
出
し
、
延
長
五
十
七
キ

ロ
に
も
お
よ
ぶ
砂
丘
地
帯
を
も

つ
九
十
九
里
浜
、
砂
浜

の
ほ
と
ん
ど
な

い
、
岩
礁

に
お
お

わ
れ
た
外
房
か
ら
東
京
外
湾

に
連
な

る
安
房

の
村

々
、
そ
し

て
富
津
岬

か
ら
東
京
湾

の
最
深
部

に
至

る
東
京
内
湾

の
村

々
と
自
然
環
境
も

社
会
環
境
も
異
な
る
三

つ
の
地
域

に
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
漁
業
が
展
開
し
、

そ
れ
ぞ
れ

の
地
域

に
お
け
る
漁
村

の
構
造
も
、
生
活

の
あ
り
様



豆州内浦諸村の生産概況

 

5

も
か
な
り

の
差
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
が
献
麗
。

漁
獲

口同
を
見
る
と
、
九
十
九
里

で
は
鰯
が
、
安
房
郡

で
は
鰯
以
外

の
九
十
九
里

で
は
雑
物
と
呼
ば
れ
る
鯛
・
平
目
・
す
ず
き
と
い

っ
た

山切同
級
魚

が
、
千
葉
郡

で
は

ハ
マ
グ

リ
と

ア
サ
リ
と

い

っ
た
貝
類

の
漁
獲
高
が

そ
れ
ぞ
れ

の
地
域

の
総
漁
獲
高

の
八
〇
%
～
九
〇
%
を
占
め

て
い
た
。

そ
の
こ
と
は
九
十
九
里

の
漁
業

は
地
曳
網
漁
業
が
中
心

で
あ
り
、
安
房

の
場
合
は
岩
礁
地
帯

で
あ
り
曳
網
も
船
曳
が
中
心

で
あ

り
、
多
く
は
小
漁
船

に
よ
る
釣
漁
が
支
配
的

で
あ

っ
た
こ
と
、
更

に
富
津

か
ら
東
京
内
湾

に
か
け
て
は

ハ
マ
グ
リ
、

ア
サ
リ
と
言

っ
た
二

枚
貝

の
採
取
漁
が
中
心

で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

ま
た
、

こ
の
三

つ
の
地
域

の
漁
家
戸
数
、
同
漁
家
戸
数

の
総
戸
数

に
占
め
る
比
率
、
総
漁
獲
高
と

=
戸
当

り
の
漁
獲
高
を
比

べ
て
見
る

と
、
安
房
郡
が
漁
業

の
占
め
る
比
率
も
、
個

々
の
漁
民

の
生
産
額

も
最
も
高
く
、
海
と

の
か
か
わ
り
が
最
も
大
き

い
地
域

で
あ
り
、
最
も

低

い
の
が
千
葉
郡

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
例

え
ば

一
戸
当

り

の
漁
獲
高

で
見

る
と
安
房
郡

の
二
三
四
円

三
六
銭

に
比

べ
、
千
葉
郡

は

二
一二
円
二
六
銭
と
約
十
分

一
で
あ

っ
た
。
九
十
九
里
が
全

て
の
海
岸
線
を
占

め
る
山
武
郡

の
場
合

は
、
安
房
郡

の
ほ
ぼ
半
数
、

一
九

二
円

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
千
葉
郡

の

ハ
マ
グ

リ
、

ア
サ
リ
を
中
心
と
し
た
漁
業

は
零
細
規
模

の
も

の
が
多

い
こ
と
を
示
し
・
山
武
郡

の
場

合
は
鰯
地
曳
網
漁

の
網
元
単
位

で
は
か
な
り
山目同
い
漁
獲
高
が
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
山
武
郡

の

=
戸
平
均
漁
獲
高
が
安
房
郡

に
比

べ
て

半
分
と
低

い
の
は
、

こ
の
地
域

で
縄
船

と
呼
ば
れ
る
小
漁
船
を
あ

や

つ
る
漁
業
が
安
房

に
比

べ
か
な
り
零
細

で
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。更

に
言
え
ば
、
九
十
九
里

(山
武
郡
)、

の
漁
獲
高

の
八
八
%
を
占
め
る
鰯
地
曳
網
漁
業

は
、

一
村

に

一
名

乃
至
数
名

い
る
網
元

に
よ

っ

て
経
営
さ
れ

て
お
り
、
浜
方

の
村
は
勿
論
、
内
陸
部

の
岡
方

の
村
民
達
も
岡
働

(地
曳
網
の
曳
子
)
と
し

て
地
曳
網
漁
業

に
組
織
さ
れ

て
い

た
。こ

の
よ
う

に
房
総
半
島

に
は
地
域

の
自
然
環
境

に
応
じ
異
な

っ
た
漁
業
が
展
開
し
、
漁
業
経
営

の
あ

り
様

に
応
じ
た
異
な

っ
た
漁
村

の
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構
造
が
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
言

う
地
域
差

は
房
総
半
島
全
体
を
眺
観
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
浮
ぴ
あ
が

っ
た
地
域
と
い
う
か
地
帯

の
区
分
、
類
型
化

で
あ
り
、

そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個

々
の
漁
村

の
あ
り
様
を
考

え
る
場
合

に
は
先

に
ふ
れ
た
様

に
、
漁
村

の
場
合

は

農
村

に
比

べ
、
自
然
環
境

の
違

い
が
大
き
く
、
ご
く
限

ら
れ
た
地
域
を
見

て
も
、

そ
の
中

に
は
全

く
性
格

の
異
な

っ
た
村
や
漁
業
が
展
開

し

て
い
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
安
房

の
村

々
に
お

い
て
も
自
然
環
境
や
漁
業

の
あ
り
様

に
よ

っ
て
全

く
違

っ
た
様
相
を
示
す

こ
と
が
予
想

さ
れ
る

の
で
あ
る
。
か
か

る
問
題
を
感

じ
な
が
ら
、
豆
州
内
浦

の
漁
村
調
査
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
分
析

の
視

点
を
確
定
す

る
た
め

に
も
、
内
浦
か
ら
伊
豆
西
海
岸

の
漁
村

の
概
況
を
把
握

す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

そ
の

一
つ
の
作
業
仮
説
と
し
て
、
と

り
あ
げ
た

の
が

『
沼
津
市
史
研
究
』

1

(
一
九
九
.
=

沼
津
市
教
育
委
員
会
)
に
収
め
た

「
豆
州
内
浦

一
四

ヶ
村
と
江
梨
村

の
生
産
概
況
」

で

あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
、
地
域
や
村

の
特
性

や
概
況
を
知

る
た
め

の
史
料
や
方
法

は
多
様

で
あ

る
。
先

に
見
た
房
総
半
島

の
特
徴
を
概
観
す
る
た
め

に
は
統
計
書
を
素
材
と
し
た
。

「
豆
州
内
浦

一
四

ヶ
村

と
江
梨
村

の
生
産
概
況
」
で
は
江
梨
区
有
文
書

の
な
か

に
あ

っ
た

「
組
第

五
百
三
拾
号
明
治

一
七
年
度
漁
業
税
課

額
」
と
題
し
た
、
君
沢
田
方
郡
長
岡
田
直
臣

か
ら
占
宇
村
組
長
田
村
純
平
殿

に
宛

て
た
差
し
出
し
書
面

の
写
と
、
明
治

二
四
年
か
ら
二
五

年
半
ば

に
か
け

て
の
調
査
を

善

に
ま
と
め
た

『
静
岡
県
水
産
誌
』
更

に

『
旧
高
旧
領
取
諏
幌
』
を
利
用
し

て
各
村

の
村
高
、
戸
数
、
漁

家
戸
数
を
出

し
、
明
治

一
七
年

の
漁
業
税
額
と

の
対
比
を
通
し

て
、

こ
の
地
域

の
漁
業
と

の
か
か
わ
り

の
中

に
現
れ
る
各
村

の
性
格
を
類

型
的

に
把
握
せ
ん
と
し
た

の
で
あ

る
。

地
域

の
類
型
的
把
握
や
特
性
を
知
る
史
料

や
方
法

は
多
様

で
あ
り
、
史
料

の
選
択
も
何
を
切

口
に
す

る
か
に
よ

っ
て
様

々
な
史
料

の
組

合

せ
が
考

え
ら
れ
る
。
県
統
計
を
使
用
し
た
場
合

は
史
料

の
性
格
か
ら
村
段
階

に
は
入
れ
な

い
。
し
か
し
、
全
県
的
、
全
国
的

に
地
帯
区
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分
を
行

う
場
合

に
は
適
当
な
素
材
と
言

え
る
の
で
あ
ろ
う
。
静
岡
県

の
場
合

は

『
静
岡
県
水
産
誌
』

と
い
う
他

に
例
を
見
な

い
漁
村
調
査

が
明
治

二
四
～

二
五
年
半
ば

に
か
け

て
行

な
わ
れ
、

そ
の
成
果
が
静
岡
県
漁
業
組
合
か
ら
田
行
さ
れ

て
い
る
た
め

に
村
単
位

で
の
漁
村

の

概
況
を
知

り
得

る
。
し
か
し
、

こ
の
種

の
史
料
を
使

っ
て
全
国
各
地

の
漁
業
、
漁
村

の
類
型
的
把
握
、
比
較
研
究

を
お

こ
な
う

こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能

に
近

い
。

こ
の
よ
う

に
、
史
料

の
現
存
状
況
、
史
料

の
性
格

に
よ

っ
て
当
然
問
題
も
切

口
も
限
定

さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

さ

て
、
近
世

か
ら
明
治
初
年

の
村

々
を
調
査
し

て
い
る
と
、
旧
名
主
文
書

の
中

に

一
般

に
村
明
細
帳
と
呼
ば
れ
、
明
治
期
に
入
る
と

「
村

是
」

と
呼
ば
れ
る
、
村

の
概
況
、
村
況
を
書
き
記
し
た
史
料
が
残

さ
れ

て
い
る
。
私
達
は
調
査

に
当

っ
て
、

そ
の
村

の
概
況
を
知
る
た
め

に
、

こ
の
種

の
史
料

や

「
農
間
渡
世
書
」
」

や

「
物
産
取
調
書
上
」
な
ど

の
史
料

に
ま
ず
目
を
通
す
。

こ
れ
ら

の
史
料
も
村

の
概
況
を
知

り
、
村

の
比
較
を
す

る
た
め

に
は
役

に
立

つ
史
料

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

内
浦

一
四

ヶ
村

の
調
査
を
す
す
め
る
過
程

で
も
、
江
梨
村
、
久
料
村
、
平
沢
村
、
重
須
村
、
長
浜
村
、
三
津
村
、
小
海
村
、
重
寺
村

の

村
明
細
帳

を
収
集

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

本
稿

は
、

こ
れ
ら
の
村
明
細
帳
を
使

っ
て
、

そ
こ
に
現
れ
る
内
浦

一
四

ヶ
村

の
村

々
の
概
況
を
検
討
し
、
更

に
前
稿

に
お
い
て

『
静
岡

県
水
産
誌
』
等

に
よ

っ
て
明
ら
か

に
な

っ
た
漁
村

の
諸
類
型
と

の
比
較
を
試

み
る

こ
と

に
よ
り
、
村
明
細
帳

に
表
現
さ
れ
る
村
況

の
性
格

を
明
ら
か

に
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

O

　
ユ
　

「
明
治

一
七
年
漁
業
税
額
」
に
は
君
沢
郡
に
属
す

る

一
九

ヶ
村

の
漁
業
税
額
が
村
ご
と
に
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
村
は
静
岡
県
漁
業
組
合

の
第

四
区

の
内
君
沢
郡

に
属
す
る
小
下
田
村
、
八
木
沢
村
、
土
肥
村
、
小
土
肥
村
、
戸
田
村
、
井
田
村

の
六

ヶ
村
、
第
五
区

(西
浦
の
村
)
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第1表 君沢郡の漁村の概要

村高

i

全戸数
漁家戸
数

全戸数に対
する漁家戸
数の比率

1戸平均石

高

明治17年
漁業税額

1村平均
漁業税額

第
四
区
の

内
君
沢
郡
の

村

西豆村 小下田村
sss

P
238 弟

%
11.3

石 斗 升 合

2.8.0.6

円 銭

4.59

円 銭

八木沢村 532 228 48 21.0 2.3.3.3 3.52

土肥村
上 肥 村 72fi 379 98 25.8 1.9.1.5 33.04

小L肥 村 320 142 29 20.4 2.2.5.3 2.88
一

戸田村
戸 田 村 823 soo 75 12.5 1.3.7.1 124.82

井 田 村 112 45 45 100.0
..

7.00

小 計 6(村) 3,181 1,s32 322 19.7 1.9.4.9 175.85 29.30

第
五
区
(

西
浦
の

村
)

西浦村

江 梨 村 33 64 61 95.3 0.5.1.5 57.22

久 料 村 13 14 14 100.0 0.9.2、8 18.95

足 保 村 14 17 17 100.0 0.8.2.3 21.20

古 宇 村 107 48 48 ioo.o 2.2.2.9 39.52

立 保 村 47 18 18 100.0 2.6.1.1 12.63

平 沢 村 58 25 23 92.0 2.3.2.0 6.44
一

久 連 村 119 63 54 85.7
s・r 0.00

木 負 村 181 64 42 65.6 2.8.2.8 25.is

小 計 8(村) 572 313 277 88.5 1.$.2.7 181.12 25.87

第
六
区
(

内
浦
の

村
)

内浦村

重 須 村 151 58 3fi 62.1 2.6.0.3 29.21

長 浜 村 47 43 38
.. LO.9.3 48.81

三 津 村 165 147 22 14.9 1.1.2.2 21.20

小 海 村 22 33 28 84.8 o.s.ss 25.9s

重 寺 村 28 73 ss 93.1 0.3.8.3 62.08

小 計 5(村) 413 354 192 54.2
11

.L6.6187.26 37.45

1総 計 19(村) 4,166 2,299 791 34.4 1.8.1.21544.23 30.23

出典:村 高は 「旧高旧領取調帳」a全 戸数 ・漁家戸数は 「静岡県水産誌⊥

度漁業税課額」(江梨区有文書)

漁業税額 は 「明治17年

に
属

す

る
江
梨

村
、
久
料

村
、

足
保
村
、
古
宇
村
、
立
保
村
、
平

沢

村
、
久

連

村
、
木

負

村

の

八

ヶ
村
、

第
六
区

(内
浦
の
村
)

に
属

す

る
重
須

村
、
長
浜
村
、

三
津
村
、

小
海
村
、

重
寺
村

の

五

ヶ
村
、
計

一
九

ヶ
村

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
村

々

の
漁
村

の
概

要

を

示

し

た

の
が

第

1

表

で
あ

り
、
更

に
第

1
表

か
ら
明

治

一

七
年

の
漁
業

税
額
と
村
高

の
相

関
、
更

に
漁
業
税
額

と
全
戸

に

対
す

る
漁
家
戸
数

の
比
率

の
相

関
を
求

め
、

そ

こ
か
ら

こ
の
地

域

の
漁

村

の
諸
類
型
を
抽
出

し

た

の
が
第

2
表

で
あ
る
。

A
類

型

の
村

は
漁
業
税

が
五

〇
円

か
ら
六

〇
円
と
漁
業

税
額
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第2表 漁村の諸類型

類 型 村 名 区 a村 高 b全 戸数
c漁 家戸
数 音 ×1・・

1戸 平均石
高 漁業税額

A類 型A
重 寺 村 6区 28 7' 68 %

93.1
石 斗 升 合

0.3.8.3

円 銭

is

長 浜 村 6区 47 43 38 88.3 1.0.9.3 48.81

江 梨 村 5区 33 64 sl 95.3 0.5.1.5 57.22

B類 型 B 足 保 村 5区 14 17 17 100.0 0.82.3 21.20

久 料 村 5区 13 14 14 XOO.0 0.9.2.8 18.95

B" 立 保 村 5区 47 18 18 100.0 2.6.1.1
{

12.63

平 沢 村 5区 58 25 23 92.0 2.3.2.0 6.44

B"" 小 海 村 6区 22 33 28 ・'. o.s.ss 25.96

C類 型 C 木 負 村 5区 181 s4 42 65.6 2.8.2.8 25.lfi

重 須 村 6区 151 36 s2.1 2.6。0.3

1.1.2,2

29.21

「 C" 三 津 村 6区 165

58

147 2214.9 21.20

宙 類型 D 4ベド田村 4区 668 238 27111.3 2.8.O.fi 4.59

八木沢村 4区 532 228 48121.0 2.3.3.3 3.52

小上肥村 4区 320 142 29 20.4 2.2.5.3 ..
..

D'

i
l

EE

七肥 村 4区 726 379 98 25.8 1.9.1.5 33.04

戸 田 村 4区 823 soo 75 12.5 1.3.7.1 124.82

じ第1表

 

計

が

こ
の
地
域

の
他

の
村

の
二
倍

か
ら
三
倍
と
高
く
、

漁
家
戸

数

の
全
戸
数

に
対
す
る
比
率
も
九

〇
%
前
後
と
比
較
的

に
高

い
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
村
高
は
五
〇
石
以
下
と
低

い
。

こ
の

三

ヶ
村

は
第
五
区
、

第

六
区

の
立
切
網
漁

の
中
心
的
村

で
あ

る
。B

類
型

の
村

は
漁
業
税
額

は
少

な
い
が
村

の
ほ
と
ん
ど

の

家
が
漁
業
を
営
ん
で
い
る
、

し
か
し
村
高
は
足
保
村
、

久
料

村

の
場
合

は
二
〇
石
未
満

で
あ
り
、
立
保
村
、
平
沢
村
、
小
海

村

で
も
五
〇
石
以
下

で
あ
る
。

C
類
型

の
村
は
漁
業
税
額
、

し
た
が

っ
て
漁
獲
高

は
B
類

型

の
村

よ
り
や
や
多
い
が
、

漁
家
戸
数

の
総
家
数

に
対
す
る

割
合
は

こ
の
地
域

で
最
も
低

い
。
つ
ま
り
、
第
五
区
、
第
六
区

の
村

の
中

で
は
漁
業

に
依
存

す

る
率

が
最
も
低

い
村

で
あ

り
、

逆

に
村
高

が

一
五
〇
石
～

一
八
〇
石
と
こ
の
地
域

の
村

に
比

べ
る
と
多

い
点

に
示

さ
れ
る
よ
う

に
こ
の
地
域

の
村

の

中

で
は
農
業

に
依
存
す

る
率

が
比
較
的

に
高

い
村

で
あ

る
と

言
え
る
。

D
類
型

の
村

は
村
高
も
多
く
、

漁
家
戸
数

の
総
家
数

に
対
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第3表 明治25年 前後の業務の歩合

業 務 の 歩 合 漁業者1ケ 年1人 ノ収入

漁業 商業(*)淋 業i農 業 平 均 ・最多漁者

円 円

9分 *1分 一 3050

7分 *5煽 匪2ク1}5厘 4050

5分 3分2分 501150

13分

3分

1
3分4分ll520

3分5厘3分5厘il725

3分5厘 一6分 1218

膣
一7分

*2分3分
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監
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区

区

区

区

区

区

区

区

区

一区

区

区

…

6

6

5

5

5

5

5

6

6

村 名

重寺村

長浜村

江梨村

足保村

久料村

立保村
¥1/沢村

木負村

重須村

傭 村

類 型

AA

B

甘

B

ll

隠寝鵜
i

C'Ii

出 典:「k産 誌 」

す

る
比

率

も

.
一〇

%

前
後

と
低

く
、

ま

た
E
類

型

の
漁

業

税
額

が

A
類

型

の
村

に

比

べ

て
も

二
倍

と
多

い
戸

田
村

で
も
、

わ
ず

か

一
.
一
・
五

%

に
過

ぎ
な

い
。

D

.

E
類

型

の
村

は
漁

業

の
占

あ

る
比

率

が

最

も

低

い
村

で
あ

る

と
ユ、肖
え

る
。

こ

の

D

・
E
類

型

の
村

は
全

て
第

四
区

の
村

で
あ

っ
た
。

本

稿

で
分

折

の
村
象

と
す

る

豆
州

内

浦

一
四

ヶ
村

の
村

は
全

て
A

.
B

.
C
類

型

に
属

す

る
村

で
あ

り
、

総

じ

て
、

A
類

型

と

B
類

型

の
二

つ
の
タ

イ
プ

に
分

け

る

こ
と

が
出

来

る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

第

3
表

は
前

節

で
検

討

し

た
君
沢

郡

に
属

す

る
漁

村

の
類

型

を
、
『
静

岡

県
水
産

誌

』

の
調
査

結
果

に

ス
イ

ッ
チ

・
バ

ッ
ク
し
、

「
本

区

ノ
戸
数

人

口

井
二
業

務

二
関

ス
ル

モ

ノ

ハ
左

二
表

記

シ

テ
之

ヲ
示

ス
」

と

し

て
、

各

区
ご

と

に
表

記

し
た
結

果

の
う

ち
、
「
業

務

ノ
歩

合

」
と

「
漁

業
者

一
ヶ
年

一
人

ノ
収

入
」

に
示

さ
れ
た
平

均

高

と

最
多

漁
者

の
収
入

高

を
移

記

し
た

も

の

で
あ

る
。

こ

の
表

か

ら
明

ら

か

な

よ
う

に
、

A
類
型

の
村

は
瓦

区

六
区

の
内

浦

一
四

ヶ
村

の
う
ち

立
切

網
漁

の
中

心

的
村

で
あ

る

こ
と

が

「業

務

ノ
歩
合

」
、

「
漁

業
者

の

一

年

一
人

ノ
収

入

」
を
見

て
も
確

認

さ
れ

る
。
即
ち

、
こ
の
三

ヶ
村

の
漁
業

の
比

率

は

九
分

、
七

分
、
五

分

と

B
類

型

の
比

率

よ

り
圧
倒

的

に
高

く
、
農
業

は
全

て
二
分

五
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厘
以
下

で
あ

っ
た
。

こ
の
村
は
漁
業
を
中
心
と
し
た
、
そ

の
意
味

で
は
純
漁
村

で
あ
る
と
亦
一口
え
る
。
漁
者

の
平
均
収
入
も
B
類
型

・
C
類

型

に
比

べ
て
も
多

い
。

こ
の
A
類
型

の
巾

で
注
目
さ
れ
る
の
は
立
切
網
漁

に
最
適
な
自
然
環
境
を
も

つ
、
深

い
入
江

の
中

に
位
置
す
る
長
浜
村
、
重
寺
村

よ
り
、

大
き
な
入
江
も
な
く
、
明
治
期

に
入
り
張
置
網
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
立
切
網
漁

の
効
率
を
は
か

っ
た
江
梨
村
が
漁
者

の
平
均
収
入

で
も

最
も
多
く
、
最
多
収
入
漁
者
も

一
五
〇
円
と
重
寺
村
、
長
浜
村

の
最
多
収
入
者

の
三
倍

の
収
入
を
得

て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

そ
れ
は
A
類

型

に
属
し
な
が
ら
江
梨
村

が
六
区

の
重
寺
村
、
長
浜
村

と
は
か
な
り
性
格

の
違

っ
た
村

で
あ
り
、
漁
業

の
あ
り
様
も
二
村
と
は
異
な

っ
て

い
る

こ
と
を
示
し

て
い
る
。

重
寺
村
、
長
浜
村

の
属
す
る
第
六
区
は

『
静
岡
県
水
産
誌
」

に
は
次

の
様

に
記
さ
れ

て
転
説
。

本
区

ハ
内
浦
湾

ノ
東
南
隅

二
位

シ
三
津
湾

ト
構

シ
テ
碇
繋

ノ
所
タ
リ
海
岸
線

ハ
西
方
第

五
区

ト
相
接

ス
ル
長
居
崎

ヨ
リ
北
方
重
寺

二

至

ル
嚢
状

ヲ
ナ
シ
湾

ロ

ニ
ハ
淡
島

ア
リ
テ
其

三
分

ノ

一
ヲ
塞

ク
湾
邊

ハ
山
豚
重
團

シ
樹
木
笹
蒼

ト
シ
テ
海
水

二
蕪

レ
水
清
爽

ト
シ
テ

恰

モ
湖
水

ノ
状

ヲ
呈

シ
魚
族

ノ
来
集
最

モ
適

セ
リ
故

ヲ
以

テ
魚
群

ノ
此

二
来

ル
ア
レ
ハ
岸
線

二
嚇

ヲ
衝

テ
游
泳

シ
泰
然

ト
シ
テ
亦
去

ル
ナ

シ
而

シ
テ
各
所

ノ
岸
邊

ニ
ハ
池
巣
状

ノ
モ
ノ
ア
リ

テ
魚
群

ハ
自

ラ
之

二
進
入

シ
労

セ
ス
シ
テ
多
獲

ヲ
ナ
ス

コ
ト
ァ
リ
県
下
広
ク

漁
場
多

シ
ト
雛

モ
未

タ
嘗

テ
此
区

二
優

リ
タ
ル
漁
場

ア
ル
ヲ
認
メ
ズ
漁
家

ハ
岸
邊

ノ
山
脚

二
構

へ
重
須
、
長
浜
、
三
津
、
小
海
、
重

寺
、

ノ
五
小
区
ト
ナ
ル
而

シ
テ
各
小
区
共
接
岸
岩
礁

ノ
存

セ
サ
ル
虜
数

ヶ
所

ア
リ
テ
此

二
漁
業

ス
其
漁
場

ヲ
名
ケ

テ
網

戸
ト
、ム
フ
網

戸

ノ
左
右
背
後

ノ
山
嶺
若

ク

ハ
丘
頂

ニ
ハ
櫓

ヲ
建
設

シ
テ
魚
見
小
屋

ヲ
造

リ
魚
見
人

ハ
此

二
魚
族
来
泳

ヲ
窺

フ

つ
ま
り
、
重
寺
村
、
長
浜
村

は
嚢
状
を
な
す
三
津
湾

に
面

し
、
こ
の
漁
場
は
魚
影
も
豊
富

で
あ
り
、
立
切
網

に
最
も
適
し
た
環
境
を
も

っ

て
い
た
。

こ
の
漁
場

に
は
重
須
村
、

長
浜
村
、
三
津
村
、
小
海
村
、
重
寺
村

の
五

ヶ
村
が
あ
り
、

こ
の
湾

に
入

っ
て
来
た
魚
を
対
象

に
し

た
立
切
網
漁
を

お
こ
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
五
村

の
内

に
は
重
寺
村
九
分

(九
〇
%
)
、
長
浜
村
七
分

(七
〇
%
)
と
漁
業
を
主
た
る
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生
業
と
し
た
村
と
、
五
分

(五
〇
%
)
を
漁
業

に
依
存
し

て
い
る
小
海
村

と
、
漁
業

に
対
す
る
依
存
度

が
必
し
も
高

い
と
は
言
え
な

い
重
須

村
、
三
津
村

が
あ
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
六
区

の
村

々
は
共
通

の
地
先
海
面

で
漁
を
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
重
寺
村
や
長
浜
村

の

様

に
九
〇
%
～
七
〇
%
と

い
う
高

い
漁
業
依
存
度

を
示
し
な
が
ら

一
漁
業
者
単
位

の
漁
獲
高
は
江
梨
村

よ
り
低
く
、
最
高

の
漁
者

の
収
入

も
江
梨
村

の
最
多
漁
者

の
収
入

の
三
分

の

一
に
な

っ
た
理
由
と
考

え
ら
れ
る
。

江
梨
村

の
場
合

は
地
先

に
あ
る
二

つ
の
網
戸
場
を
四
人

の
津
元

で
利
用
し
、
立
切
網
漁
を
お

こ
な

っ
て
い
る
が
、
漁
業

に
依
存
す
る
率

は
五
〇
%
と
低
く
、
な

に
よ
り
も
、
地
先
海
面
を
自
村

の
津
元
が
占
有
し

て
い
る
と
い
う
条
件
が
重
寺
村
、
長
浜
村

よ
り
漁
者
単
位

の
漁

獲
高
を
多

く
し

て
い
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
江
梨
村
は
重
寺
村
、
長
浜
村
と
同

じ
A
類
型

に
属
し
な
が
ら
、
重
寺
村
、
長
浜

村

よ
り
村
経
済

の
漁
業

に
対
す
る
依
存
度
が
低

い
、

そ
の
意
味

で
は
性
格

の
異
な

っ
た
村
だ
と
言
う
こ
と
が

で
き

よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
第
2
表

で
は
B
類
型

に

一
応
入
れ

て
あ
る
、
小
海
村
は
第
3
表

で
見

る
限
り
、

A
類
型

の
重
寺
村
、
長
浜

村

に
近

い
村

で
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
小
海
村
は
重
寺
村
、
長
浜
村
と
共
通

の
漁
場
を
占
有

し
、
漁
業

の
占
め
る
比
率

は
両
村

よ
り
低

い

が
、
漁
業
者

の
平
均
、
最
高
収
入
高

は
ほ
ぼ
両
村
と
同
じ

で
あ
る
。

第
六
区

の
漁
村

の
中

で
最
も
例
外
的
な

の
は
三
津
村

で
あ
る
。
第

3
表

で
見
る
と
三
津
村
は
漁
業
依
存
度

は
わ
ず
か

一
〇
%
、
し
か
し
、

三
津
湾
と

い
う
好
漁
場

に
面
し

て
い
る
が
故

に
漁
業
者

の
収
入

は
第
六
区

の
村
と
ほ
ぼ
同
額

で
あ
る
。
村
と
い
う
面
か
ら
見

る
と
三
津
村

は
漁
村

で
は
な
く
、
商
業

が
五
〇

%
を
占

て
い
る
点

に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
商
業
あ
る
い
は
水
産
加
工
を
主
と
し
た
村

で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。

三
津
村

は
こ
の
地
域

の
漁
業

に
か
か
わ
る
加
工
、
流
通

の
巾
心
地

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う

に

『
静
岡
県
水
産
誌
』
、
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
を
利
用
し
、
各
村

の
村
高
、
戸
数
、
漁
家
戸
数
を
出
し
、
明
治

一
七
年

の
漁

業
税
額
と

の
対
比
を
通
し

て
、
こ
の
地
域

の
漁
業

と
の
か
か
わ
り
の
中

に
現
れ
た
漁
村

の
類
型

は

『静
岡
県
水
産
誌
」
の

「
業
務

ノ
歩
合
」
、

「漁
業
者

一
ヶ
年

一
人

ノ
収
入
」

を
加
味

し
た
結
果
、

必
ず
し
も
性
格
が
は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
小
海
村
は
B
類
型
よ
り
A
類
型
の
重
寺
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第1図 漁業 ・農業 ・(林 業 ・商業)の 相 関
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0

村
、

長
浜
村

と
同

一
類
型

に
近
く
、

三
津
村

は
こ
の
地
域

の
漁
獲

物

の
加

工
、
流
通

の
中
心

に
位
置
す

る
町
場
的
性
格
を
も

っ
た
村

で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
た
。

(四

 

す

で
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、

海
付

の
村

の
場
合
、

同
じ
よ
う
な

気
候
、
風
土
、
自
然
環
境

の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
、
生
業
や
生
活

に

か
な
り

の
違

い
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か

に
し

て
き
た
。
大
瀬
崎
か

ら
狩
野
川
河

口
を
結
ぶ
内
湾
、
内
浦
湾

に
面
す

る
村

々
の
な
か

に

も
幾

つ
か
の
性
格

の
異
な

っ
た
村

が
混
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
漁
業

と
漁
業
以
外

の
生
産
と

の
相
関

か
ら
ま
と
め

て
み

る
こ
と

に
し
よ
う
。

第

1
図

は
漁
業
と
農
業
、
更

に
そ
れ
以
外

の
生
業

(
こ
こ
で
は
林

業

.
商
業
)
と

の
相
関
を
、
『
静
岡

県
水
産
誌
』

の
調
査
結
果

か
ら

ま
と
め
て
見

た
も

の
で
あ

る
。

イ
軸

.
ロ
軸

.
ハ
軸

は
漁
業

・
農
業

・
林
業

(商
業
)
の
、
村

の
生
産

に
対

す

る

比

率

を

示

す
。
村

名

を
[

L

で
か

こ

っ
た
村

は
第
六
区
、
明
治
町
村
合
併
後

は
内
浦
村

に
併
合

さ
れ
た
村
、[
]

の
な

い
村

は
第
五
区
、
明
治
町
村
合
併
後

は
西

浦
村

に
編
成
さ
れ
た
村

で
あ

る
。
村
名

に
※
印

の
付
け

て
あ
る
も

の
は
林
業

で
は
な
く
商
業
と
史
料
上

に
表
現
さ
れ

て
い
る
村

で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
見

る
と
第
六
区
、
第
五
区

の
村

は
漁
業

か
ら
見
る
と
、
漁
業

が
七
〇
%
～
九
〇
%
を
占

め
る
重
寺

・
長
浜
村
、

ほ
ぼ
五
〇
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%

の
小
海
村

・
江
梨
村
、
漁
業

の
比
率

は
三
〇
%

で
あ

る
が
、
林
業

に
依
存
す

る
度
合
が
高

い
久
料
村

.
足
保
村
、
農
業
比
率

の
高

い
木

負
村

・
立
保
村

・
平
沢
村

・
重
須
村
、

そ
れ

に
漁
業

の
比
率

が
わ
ず
か

一
〇
%

で
、

五
〇
%
が
商
業

で
占
め
ら
れ

て
い
る
三
津
村

に
類
別

さ
れ
る
。

前
節

で
ふ
れ
た
よ
う

に
、

こ
の
地
域

の
水
産
加

工
、
流
通

の
市
場
地

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
三
津
村
を
除
く
と
、
生
業

.
生
活

の
中
心

を
漁
業

に
置
く
村

は
第
六
区

の
、
通
称
三
津
湾

と
呼
ば
れ
る
入
江

に
面
し
た
村

で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し
、
江
梨
村
を
例
外

と
し
た
第
五
区

の
村

は
全

て
漁
業
比
率
が
三
〇
%
と
低
く
、

そ
の
中

に
は
久
料
、
足
保
と

い

っ
た
農
業
以
外

の
林
業

に
負
う
と

こ
ろ
が
多

い
村
も
あ

る
。

こ
の
傾
向

は

こ
の
地
域

の
村

が
、
地
域

の
自
然
環
境
、
特

に
海
辺

の
状
況
や
地
先
海
面

の
漁
場
環
境

に
よ

っ
て
漁
業

の
あ
り
様
、

そ
れ

に

規
定

さ
れ
た
村

の
構
造

そ
の
も
の
が
全
く
違

っ
た
様
相
を
示
す

こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

す

で
に
前
節

で
述

べ
た
よ
う

に
、
重
寺
村
、
長
浜
村
、
江
梨
村

は
漁
業
税
額

で
見
る
限
り
、
生
産
額
も
多

い
が
、
第
五
区

に
属
す
る
大

半

の
村
は
重
寺
村
、
長
浜
村
、
江
梨
村

に
比

べ
る
と
生
産
額

は
三
分

一
か
ら
四
分

一
と
低

い
。

つ
ま
り
、
足
保
村
、
久
料
村
、
立
保
村
、

平
沢
村
、
木
負
村
、

そ
れ

に
六
区

の
重
須
村

は
漁
業
規
模
も
小
さ
く
、
久
料
村
、
足
保
村

の
両
村

に
見
ら
れ
る
様

に
農
業

で
も
生
活
を
維

持
し
得
な

い
貧
村

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
村

の
漁
業

は
長
浜
村
、
重
寺
村
と
は
異
な
り
、
余
業
的
意
味

し
か
持
ち
得
な
か

っ

た
。以

上

は
明
治

二
〇
年
代
後
半
期

の
豆
州
内
浦

の
海
付

の
村

々
の
生
産
概
況
を
漁
業

と
の
関
連
か
ら
眺
観
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
村

に
占
め

る
漁
業

の
位
置
は
か
な
り
顕
著

な
差

が
認
め
ら
れ
、
村
経
済

の
中

に
漁
業
が

ほ
と
ん
ど
余
業
的
意
味
し
か
も
た
な

い
村
も
あ

る
。

こ
う
し
た
村

で
も
、
例
え
ば
久
料
村

や
立
保
村

の
様

に
村
民

の
全

て
が
漁
業

に
従
事
し

て
い
る
村
も
あ
る
。

そ
の
限
り

に
お

い
て
、

つ
ま
り
村
民

の
生
活
を
維
持
す
る
と
い
う
意
味

に
於

て
は
不
可
欠

の
位
置
を
漁
業
が
占
あ

て
い
る
村
も
あ
る
。

こ
う
し
た
漁
業

が
村
経
済

に
と

っ
て
持

つ
意
味

は
と
も
か
く
と
し

て
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
期

に
は
全

て
の
村

の
漁
業
が
把
握
さ
れ

て



い
た
。

そ
れ

で
は
江
戸
時
代

に
は
こ
う
し
た
村

々
に
展
開
す

る
漁
業

は
ど

の
様

に
史
料
上

に
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

概
況
、
村
況
を
示
す
と
言
わ
れ

て
い
る

「
村
明
細
帳
」
か
ら
さ
ぐ
る
の
が
本
稿

の
課
題

で
あ

る
。

こ
の
点

を
、
村

の
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第

4
表

は
こ
の
地
域

に
残

る
宝
暦
～
寛

政
期

の
村
明
織

を
前
節
と

の
関
連
か
ら
肇

以
外

の
営
業
を
漁
業
・
林
業
・
其
他

に
分
け

て

整
理
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
表

以
外

の
営
業

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
三
津
村
を
例
外
と
し

て
他
村

は

「
男
之
稼
魚
業
其
外
薪
山
稼
仕
候
、
」

「
女
耕
作
之
間

二
少

々
宛
木
綿
織
男
女
志
き
せ

一一
化
慌
」
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

第

4
表

で
明

ら
か
な
よ
う

に
海
、
な
か
ん
ず
く
漁
業

に

つ
い
て
知
り
得
る
情
報

は
浮
役
米
、
船
数
、
浜
方
分

一
、
御
菜
役
、
磯
海
苔
役
、

そ
れ

に
船
大

工
の
数

で
あ

る
。
浮
役
米

は
元
禄
三
年

ま

で
は
御
番

肴
銭
、
節
季
銭
、
網
戸
銭
、
歳
暮
銭
、
夫
銭
と
し

て
定
納

さ
れ

て
い
た

も

の
を
元
禄

二
年

に

「
御
番
肴
銭
、
歳
暮
銭
、
夫
銭
、
節
季
銭
、
網
戸
銭
之
名
儀
相
除
之
向
後
者
浮
役

与
斗
名
付
、
定
納
可
申
候
、
且
又

魚
猟
分

一
、
船
役
、
御
菜
御
肴
等

ハ
如
先
規
、
不
替
可
勤
之
者
也
」
(「豆
州
君
沢
郡
長
浜
村
浦
例
仕
法
立
写
」

・
『
大
川
家
文
書
』

・
沼
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館
蔵
)
と
あ

る
よ
う
に
御
番
肴
銭
、
歳
暮
銭
、
夫
銭
、
節
季
銭
、
網
戸
銭

の
名
目

の
定
納
役
銭

を

一
括
し
た
も

の
で
あ

る
。
天
明

五
年

の
重
須
村
指
出
帳

の
米
五
石
三
斗

五
升

の
浮
役
米

は

「
是

者
海
網
戸
場
所
持
仕
候
者
共
年

々
御
上
納
仕
候
」
も
の
で
あ

っ
た
。
享
保

一
四
年

の
重
寺
村

の

「
村
差
出
帳
」

に
は

コ

、
本
米
六
石

定
納
浮
役

是

ハ
魚
類
網
戸
場
其
外
海
役
米

と
し

て
年

々
上
納
仕
来

リ
候
」

と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
第

4
表

に
明

ら
か
な
よ
う
に
浮
役
銭

の
記
載

が
あ
る

の
は
網
戸
場
が
あ
り
、
立
猟
が
お

こ
な
わ
れ
、
漁
船

の
あ

る
村

々

で
あ
り
、
久
料
村
、
平
沢
村

の
様

に
漁
船

(網
船
)
の
な

い
村

に
は
浮
役

の
記
載
が
な
い
。
こ
の
点
か
ら
判
断
し

て
も
浮
役

の
中
心
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は
網
戸
役

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
浮
役
米

の
有
無
は
、

こ
の
村

々
の
漁
業

の
あ
り
様
を
知

る

一
つ
の
根
拠

に
な
り
得

る
で

あ
ろ
う
。

次

に
船
数

の
記
載

は
海

と

の
か
か
わ
り
方
を
示
す

一
つ
の
指
標

で
あ
り
、
ま
た
、
元
禄

二
年

に
浮
役
か
ら
独
立
し

て
扱

わ
れ
た
船
役

の

計
算
根
拠

に
な
る
も

の
で
あ
る
。
船
数

・
船
役
高

は
次

の
浜
方
分

一

(漁
猟
運
上
)
と
と
も

に
漁
業

の
あ
り
様
、
そ
の
量
的
傾
向
を
知
る
重

要
な
指
標

で
あ
る
。

そ
れ
故

に
九
〇
%
を
漁
業

に
た
よ
る
重
寺
村

の
享
保

一
四
年

の

「
指
出
帳
」

に
は

「
漁
船
役
永
之
儀

ハ
年

々
高
下
御

座
候
尤

別
紙

二
年

々
船
役
改
帳
差
上
来

リ
申
候
」
と
あ
る
よ
う

に

「
差
出
帳
」

か
ら
は
別
途

に
あ

つ
か
わ
れ

て
い
た
。

浜
方
分

一
は

「
漁
猟
運
上
」
「
海
運
上
」
、
「
海
猟
」
な
ど
の
項
目

の
な
か

で
記
載

さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
宝
永
七
年

の

「
伊
豆
国
君
沢
郡

へ
き

ワ

重
寺
村
郷
村
井
反
別
指
出
帳
」

に
は

一
漁
猟是

者
輔
鮪

ま
く

ろ
あ
し
か
鮭
し
ふ
わ
此
分
立
猟
仕
候
節

者
長
浜
村
御
役
人
様

へ
御
注
進
仕
、
御
改

ヲ
請
、
近
村
之
商
人
入
札

い

た
し
其
直
段

二
て
御
運
上
指
上
ケ
申
候
、
魚
数
之
儀
、
輔
八
拾
本

ほ
と
鮪
百
武
拾
本
鰹
四
百
本

め
し
か
武
百
五
拾
本
程
、
此
金

高

三
拾
爾

ほ
と
年
中

論
立
猟
仕
候
、
右

ハ
去

ル
丑

ノ
年
分
之
積

り
如
此

一晒
御
座
候
、
尤
魚
数
直
段
共

二
年

々
増
減

シ
御
座
候
夏

一
釣
猟是

ハ
鮪
鰹
め
し
か
ま
く
ろ
鮭
し
ふ
わ
わ
ら
さ
釣
猟
仕
候
節

者
長
浜
村
御
役
人
所

二
而
御
改
を
請
、
御
拾
分
壷
指
上

ケ
申
候
、
釣

鮪
猷
百
五
十
本
鰹
三
百
本
わ
ら
さ
三
千
本

ほ
と
釣
り
申
候
、
此
金
高

五
1.
雨
ほ
と
釣
猟
仕
候
、
尤
魚
数
直
段
共

二
年

々
高
下
御

座
候
、
右

ハ
去

ル
丑
年
分
之
積
り
如
此

二
御
座
候
、
右
之
内
、
釣
わ
ら
さ
の
義

ハ
先
規
6
久
連
根

と
申
場
所

二
而
重
寺
村
之
猟

師
釣
出
し
御
忠
節
仕
、
御
拾
分

一
指
上

ケ
申
来
候
、
依
之
他
村
之
猟
師
此
場
所

へ

一
切
入
込
不
仕
候
、
先
年
6
釣
来
り
申
候
義
、

偽
無
御
座
候
支
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と

記

さ
れ

て
い

る
。

こ

の
記
載

か
ら

も
明

ら
か
な

よ
う

に
、
浜

方

分

一
ー
漁

猟

運

上

は
海
猟

と
釣
猟

に
分

け

て
徴
収

さ
れ
、

海
猟

は
立

網

漁

で
と

れ

た
鮪
、

鮪
、

ま
く
路

、

め

し

か
、
鮭

、

し

ふ

わ

に
対

し

て
課

せ
ら

れ

る
運
上

で
、
鮪

、
鰹

、

め
し

か
、

ま

く

ろ
、

鮭

、

し
ふ

わ
、

わ
ら

さ
を

釣

っ

た
場
合

に

は
別

の
規

準

で
負

課

さ
れ

る
。

立
猟

に
負
課

さ

れ

る
運
上

は
立
猟

が
あ

る

と
、

ま
ず
長

浜

村

の
御

役
所

に
注

進

し
、

そ

の
改

を

受

け
、

近

村

の
商

人

に
入
札

で
販
売

し
、

そ

の
売

上
額

か

ら

「
諸

引
」

を

引
き
、

残

高

の
三
分

一
を

運
上

額

と

し

て
上

納

せ
し

め

る
も

の

で
あ

る
。

釣
猟

の
場

合

は
十
分

一
を
上

納

せ

し
め

る
も

の
で
あ

っ
た
。

(
9

)

宝
永
七
年

の

「
伊
豆
国
君
沢
郡
江
梨
村
郷
村
井
反
別
指
出
張
」

の
海
運
上

の
項

に

「
是
鮪
、
鮪
、
鰹
、

ま
く
路
、
め
し
か
、
此
分
立
猟

仕
候
節

ハ
長
浜
村
御
役
人
様

へ
御
注
進
を
仕
御
改

ヲ
請

…
…
」

と
立
猟

が
あ

っ
た
場
合
、
長
浜
村
御
役
人
様

へ
注
進
し
、
そ
の
改
を
受
け

て
い
る
。
長
浜
村

に
内
浦

の
村

々
の
漁
業
を
統
括

す
る
役
所

が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

そ
の
役
所

の
支

配
管
括

の
区
域

が
豆
州
内
浦
組

で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
点

は
目
下
史
料
を
収
集
し

て
い
る
の
で
後

日
明
確

に
し
た
い
。

こ
の
浜
方
運
上

は
実
際

の
漁
獲
量

に
応

じ
て
立
猟

の
場
合
は
三
分

一
、
釣
猟

の
場
合

は
十
分

一
を
納
め
る
も

の
で
あ
り
、

そ
の
額

は
漁

業

の
実
勢
を
示
す
も

の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
漁
業

の
あ
り
様
を
具
体
的

に
把

握
し
得

る
基
本

デ
ー
タ
ー
だ
と
言

う
こ
と
が
出
来
よ

う
。
し
か
し
、
村
明
細
帳

の
性
格
か
ら
、

そ
こ
に
は
実
数

は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
三
津
村

の
寛
政
四
年

の
御
小
人
目
附
岩
崎
半
五
郎
様
、

(
10
)

御
普
請
役
辻
民
右
衛
門
様

の
御
尋
に
対
し
三
津
村

か
ら
差
出
し
た

「
御
尋

二
付
差
上

申
箇
條
書
之
更
」

(.ト
書
)
に
は

二

浜
御
運
上

去
亥
年
上
納

永
三
貫
百

三
拾
八
文
八
分

低
年

々
高
下
」

と

記

さ
れ

て

い
る
。
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と

こ
ろ

で
、
先

に
見

た
重

寺

村

の
指

出
帳

に

コ

海

猟

、
是
者

輔

、
鮪

、
ま

く

ろ
、
め

し

か
、
鮭

、
し

ふ
わ
、
此

分
立

猟

仕
候

節

…

…
」

と
分

一
の
対

象

と
な

る
魚

が
記

さ

れ

て
い
る
。
更

に
釣
猟

に

つ
い

て
も

「
是

ハ
鮪

、
鰹
、

め
し

か
、
ま

く

ろ
、
鮭

、
わ

ら

さ
釣
猟

仕

…

…
」

(
U

)

と
記

さ
れ

て
い

る
。

ま

た
、

宝
永

七

年

の
江

梨
村

の
指

出

帳

の

「
海

運
上

」

の
項

に
も

「
是

ハ
鮪

、

鮪
、

鰹
、

ま

く
路
、

め
し

か
此
分

立

猟

仕

候
節

…

…
」

と

記

さ
れ
、

文

化

一
四
年

の

「
小
海

村

の
差
出

帳

」

に
も

「
御

運
上

魚

、
輔

、

鮪
、

鰹

、

め
じ

か
、
鮭

」

と
分

一
の
対

(
12

)

象
魚

が
記

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
天
保

一
三
年

の

「
伊

U
国
君
沢
郡
重
須
村
指
出
拍
帳
」

に
も

「
海
漁
御
運
上
」
と
し

て

「
是
者
輔
、
鮪
、

ま
ぐ
ろ
、
め
じ
か
、
鮭
、
此
分
立
漁
仕
候
節
、
浜
引
卜
五
引
御
引
被
下
、
残
高

二
而
御
三
分

一
差
上
申
候
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
村
明
細
帳

の
浜
方
分

一
の
記
載

に
は
輔
、
鮪
、
ま
ぐ
ろ
、
鰹
、
め
じ
か
、
鮭
、
し
ぶ
わ
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
魚

は
分

一
の
対
象
魚
と
し

て
特
別

の
意
味
を
持

っ
て
い
た
よ
う

に
見
え
る
。

こ
の
点
は
ま
だ
十
分
検
討

し
て
い
な

い
が
次

の
史
料
か
ら
、

ほ

ぼ
分

一
の
対
象
が
右

の
魚

に
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

十

一
月
十
八
日
上
拍

覚

一
輔

右

い
る
か
之
字

二
書
来
申
候

一
鮪

尾
長
鮪

右

二
品
別
種

二
御
座
候
得
共
鮪

二
而
素

く
よ
り
瀬
長
ま
く
ろ
杯
と
唱

へ
申
候

得
共
帳
面

二
者
鮪
大
め
し
か
中
め
し
か
小
め
し
か

と
書
来
申
候

一
鰹

一
鮭
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右

う

つ
は
と
唱

へ
来
申
候

一
し
ふ
は

右
か
な
書

二
仕
来
申
候

右
五
品
之
魚
、
御
分

一
上
納
仕
候
、
此
外
何
魚

二
而
茂
右

二
6
御
分

一
上
納
不
仕
候
、
此
度
御
尋

二
付
書
上
申
所
相
違
無
御
座
候
、
以

上

豆
州
君
沢
郡
長
浜
村
名
主

寛
政
卜

一
年
未
卜

一
月

小

文

次

三
津
村
名
主

覚

右

衛

門

重
寺
村
名
主

伴

右

衛

門

韮
山

御
役
所

(
13
)

右

の
史
料

は
寛
政

=

年

未

一
一
月

に
長
浜
村
、
三
津
村
、
重
寺
村

の
名
主
が
連
名

で
韮
山
御
役
所

へ
指
出
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
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史
料

に
よ
る
と
、
鯖
、
鮪

(瀬
長
ま
ぐ
ろ
、
め
し
か
を
含
む
)、
鰹
、
鮭
、
し
ふ
は
の
五
種

の
魚

は

「
御
分

↓
上
納
仕
候
」
と
分

一
を
課
す
対

象
魚
と
し
、
そ
れ
以
外

の
魚
類

は

「
此
外
何
魚

二
而
茂
右

二
よ
り
御
分

一
上
納
不
仕
候
」
と
分

一
を
課
し

て
い
な
い
こ
と
を
知

る
こ
と
が
出

来

る
。

浜
方
分

一
(漁
猟
運
上
)
は
網
漁

か
釣
漁
か

の
漁
法

の
違

い
に
よ
り
三
分

一
か
十
分

一
か

の
違

い
が
あ
り
、
更

に
魚
種

に
よ

っ
て
も
分

一

を
課
す
か
課
さ
な

い
か

の
違

い
が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
鰯
網
猟

の
場
合
は
表

5
の
長
浜
村

の
浜
方
分

一
の
項

に
明
ら
か
な

よ
う

に
十
分

一
で
あ

っ
た
。
ま
た
天
明
.
一年

の

「
伊
豆
国
君
沢
郡
平
沢
村
指
出

シ
下
書
き
」

に
は

「
高
下
物

一
わ
ら
さ
根
申
浜
端

よ
り
十

五
丁
余
沖

二
根
嶋
御
座
候
其
根

二
而
内
浦
海
士
わ
ら
さ
と
申
魚
釣
申
候
五
月

よ
り
七
月
之
末
迄
御
役
十

分

一
平
沢
村
名
主
相
改
御
十
分

一
儀

ハ
魚
商
売
人

江
売
申
候
値
段
を
以
其
暮
代
永

二
而
指
上
申
候
…
…
」

と
わ
ら
さ
の
場
合
も
十
分

一
で
あ

っ
た

こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

以
上
、
浮
役
米
、
船
役

(船
数
)、
浜
方
分

一
に

つ
い
て
検
討
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三

つ
の
項
目
が
各
村

の
漁
業

の
あ
り
様
を

知
る
指
標
に
な
る
こ
と
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。
皐
水
五
年
の

「伊
豆
国
君
沢
郡
コ
渾

村
差
出
漉

」
に

コ

米
七
石
七
斗
五
升
難

議

講

灘

候
定
納
浮
役

・
是

ハ
網
引
場
三
ケ
所
之
海
役
米
年
々
金
纏

仕
候
禦

一
網
戸
場
三
ケ
所
網
舟
三
艘

ユ
而
立
猟
仕
来
候
御
事

一
御
三
ケ
豊
魚
品
々
輔
鮪
ま
く
ろ
鰭
鰹
し
ふ
わ
鮭
此
分
立
漁
仕
候
時

ハ
御
運
上
御
三
ケ
壱
被
御
召
上
候
御
事

一
右
之
魚
釣
漁
之
時

ハ
御
運
上
御
拾
分

一
被
御
召
上
候
御
事
」

と
、

定

納
浮

役

が
網

戸
役

、
海

役
米

で
あ

る

こ
と

、
分

一
の
対
象

と

な

る
魚

が
輔
、

鮪

、

ま

ぐ
ろ
、

鯨
、

鰹

し

ふ
わ
、

鮭

で
あ

り
、

立

漁

の
場
合

は
三
分

の

一
、
釣
漁

の
場
合
は
十
分

↓
で
あ

る
こ
と
が
明
確

に
記

さ
れ

て
い
る
。
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と
こ
ろ

で
、

こ
の
地
域

の
海
付

の
村

の
重
要
な
生
業

の

一
つ
で
あ
る
山
稼
、
薪
木

の
生
産

に

つ
い
て
は
漁
業

ほ
ど
く
わ
し
く
は
な
い
。

村
明
細
帳

で
は

「薪
木
御
分

一
差
上
申
候
御
事
」
と
か

「
男
之
稼
、
耕
作
之
間
薪
取
申
候
、
其
外
山
稼
少
々
宛
仕
候
」
な
ど
と
記
さ
れ
る

程
度

で
あ
る
。

第

4
表

に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
山
方
分

一
の
記
載

の
あ

る
村
は
第
五
区
、
西
浦

の
村
が
多
く
、
第
六
区

の
内
浦

の
村

の
な
か

で
は
小
海

村
と
重
須
村

に
記
載
が
あ
る
程
度

で
、
立
猟

の
中
心

で
あ
る
重
寺
村
、
長
浜
村
、
更

に
水
産
加

工
、
海
産
物
流
通

の
巾
心

で
あ
る
三
津
村

に
は
そ
の
記
載
が
な

い
。

こ
の
こ
と
は
逆

に
第
五
区
の
村

と
第
六
区

の
村

の
村

の
生
業

の
あ
り
様
、
漁
業

の
も

つ
意
味
が
違

う
こ
と
を
物

語
り
、
更

に
、
江
梨
村
が
漁
業

の
面
か
ら
見
る
と
重
寺
村
、
長
浜
村
と
同
じ
類
型

に
あ

る
様

に
見
え
な
が
ら
、
江
梨
村

の
生
産
活
動

の
総

体
か
ら
見

る
と
薪
木
生
産

や
石
切
生
産

に
か
な
り
依
存
し

て
い
る
、
そ
の
意
味

で
第
六
区

の
重
寺
村
、
長
浜
村
と
は
性
格

の
異
な

っ
た
村

で
あ

る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

第
六
区
の
三
津
湾
に
面
し
て
い
る
村
の
う
ち
山
方
金

の
あ
る
小
海
杖

專

村
の
村
明
織

の
記
載
を
抜
き
書
き
し
て
見
よ
乞

小

海
村一

、

薪

木
御

分

一
差

上

申

候

(文
化

一
四
年
)

重
須

村一
、
薪

御

運
上

御
座

候

(天
明
五
年

.
天
保
士

一.年
)

一
、

男
之

稼

、
耕

作
之

間
、

薪

取
申

候
、

其
外

山

稼

少

々
宛
仕

候

(天
明
五
年

.
天
保
十
三
年
)

右

の
よ
う

に
、

こ
の
両

村

の
薪

木
、

山

稼

に
関

す

る
記
載

は
漁
業

に
関

す

る
記
載

に
比

べ
る
と
ご

く
簡

単

な
も

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
第

六

区
、
内
浦

の
村

々
の
山
稼

が
生

業

と
し

て
、
そ
れ
程

意
味

を
持

た

な

い
も

の

で
あ

る

こ
と
を
物

語

っ
て

い
る
。

こ
れ

に
対

し
、
第

五
区
、

西
浦

の
村

の
場

合

は
、
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久
料
村一

、
薪
御
運
上

是

ハ
積
船
廻
候
節
、
御
改

ヲ
請
、
船
積
仕
、
御
分

↓
指
上
候

(亨
保
五
年
)

一
、
薪
木
之
義
、
奥
山

へ
参
百
姓
稼

二
仕
候

(享
保
五
年
)

一
、
当
村

ハ
山
方
稼
仕
候
得
共
、
近
年
諸
色
高
値

二
而
困
窮
村

詳
御
座
候

(肇
保
五
年
)

一
、
藷

分

一
木

粒
融

木
敷

才
松
壱
才

是

ハ
御
運
上
十
分

一
二
仕

リ
差
上

ヶ
申
候
、
改
之
義

ハ
八
年
以
前
子

ノ
年
迄
、
長
浜
村
御
役
所

二
而
御
改

,
請
申
候
処

二
、

子

ノ
九
月

右
芝
友

三
郎

と
申
者

二
請
負
被
仰
付
候

て
去
午

ノ
五
月
迄
此
者
相
改
申
候
所
、
御
運
上
金
御
上
納
相
滞
候

二

付
、
御
召
放
さ
れ
候
後
、
長
浜
村
名
主

四
郎
左
衛
門
、
重
須
村
名
主
半
右
衛
門
両
人

二
去
午

ノ
六
月

6
被
仰
付
候
間
、
相

改

ヲ
請
申
候
、
右
薪
払
方
之
義

ハ
戸
田
村
廻
船
其
外
所

々
舟
持
方

へ
相
払
申
候

(享
保
+
二
年
)

、
薪
取
場

是

ハ
百
姓
割
合

一一
て
所
持
仕
候

へ
共
、
町
歩

ニ
ハ
難
積

り
御
座
候
、
但

シ
山
数
大
小
弐
翫
九
、
尤
何
方

6
も
入
合
場
所

二
て

ハ
無
御
座
候

(享
保
五
年
、
亨
保
十
、
年

)

、
小
揚
舟
壱
艘
講

遡

鑛

つ
～
但
罐

篶

靖

舟
霊
忠
左
禽

是

ハ
沼
津

へ
も
や
木
積
送

リ
申
候

二
て
御
座
候
、
尤
壱
艘

二
付
も
や
木
九
拾
己
程
も
積
申
候
、

其
外
米
穀
諸
売
買
物
等
積

不
申
候
、

且
又
五
年
以
前
迄

ハ
三
艘
御
座
候
処
、
壱
艘
磯
舟
仕
候
故
、
其
節
御
注
進
申
上
、

こ
れ

6
弐
艘

轟
罷
成

リ
申
候

て
只
今
迄
増
減

ハ
無
御
座
候
、
尤
も
や
木
積
送
り
候
節
、
名
主
相
改
、
壱
艘

.一
付
永
拾
弐
文

つ
、
御
運
上
指
上

ヶ
申
候

(享

保
十
二
年
)



商 経 論 叢 第30巻 第1号24

一
、

男
之

稼
耕

作

之
間

二
薪

其
外

山

稼

仕
候

(享
保
+
.
一年

.
享
保
十
四
年
)

一
、

も

や
木

是

ハ
駿

州

沼

津

へ
積
送

リ
申
候

、

も

や
壱

艘

一一
付

御

運
上

永
拾

弐

文

つ
＼
上

納

仕
候

、

改
之

義

は
村

名
主

相

改
申
候

て
御

運
上

差
上

ヶ
申

候

(享
保
十
四
年
)

一
、

薪
秣

苅
場

是

ハ
野

山

二
而
百

姓
作

之
間

エ
伐

リ
取

焚
申

候
、
井
秣

場

も
定

リ
ハ
無
御

座

候

得
共

、
奥

山

二
而
前

々

β
苅

来

リ
申

候

(天

明
二
年
、
寛
政
五
年
、
寛
政
七
年
)

平

沢
村一

、
薪

竹

舟
積

之

節

ハ
浜
御

役

人
様

へ
御

改
申

上

、
御

改

請
、

御
拾

分

一
永

指
上

申

候
御

事

(宝
永
七
年

.
天
明
二
年
)

一
、
か

や
、
も

や
木
壱

艘
舟

積

仕
、

沼
津

へ
参

り
候

得

ハ
、
往
来

壱

度

二
永
拾

弐

文

五
分

宛
指

上

ヶ
申

候
御

事

(宝
永
七
年

.
天

明
二
年
)

一
、
奥
山

方

へ
入
相

二
而
薪

伐
申

候

、
但

道

法
弐

里
廿

丁
程

参
候

御
事

、

(宝
永
七
年

.
天
明

.年
)
(天
明

二
年
の
記
載
は
若
下
違

い

が
あ
り
、
薪
、
も
や
木

の
項
に
は

「
高
下
物
」
と
の
註
記
が
あ
る
。
)

一
、
村

中

作
之

間

ハ
山

稼

仕
候

而
渡
世

を
送

申

候
御

事

(天
明
.
.年
)

江

梨

村一
、

百
姓

持

林

是

ハ
ロ

ロ

先

規

6
持

来

候
江

戸

薪
作

ノ
間
、

伐

出

し
商

売
仕

候
節

ハ
、

長

浜

村
御

役

人
様
御

改

ヲ
請

申
候

、
薪

値
段

沢

田

木

金
壱

両

二
付

四
百
廿

把

か

へ
、

立
山

木

金
壱

両

二
付

五

百
把

か

へ
、
小

立

山
木

金

壱
両

二
付

五
百

八
十

把

か

へ
、
小

木
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金
壱
両

二
付
千
六
百
把
か

へ
、
右
値
段

,
以
御
拾
分

一
差
上
申
候
、
売
申
候
節

ハ
戸
田
村
廻
船
参
候

へ
而
舟
積
仕
候
、
枝

木

ハ
小
揚
舟

二
而
沼
津

へ
積
参
候

へ
而
売
申
候
、
但

シ
壱
艘

二
付
永
九
文
宛
分

一
指
上
申
、
尤
年

々
増
減
御
座
候

(宝
永
七

年
)

一
、
男
作
間

是

ハ
薪
を
取
、
漁
を
仕
候
外

二
稼
無
御
座
候

(宝
永
七
年
)

一
、
薪
御
分
而

林

難

材

是

ハ
御
運
上
拾
分

一
二
仕
差
上
申
候
、

改
之
義

ハ
八
年
以
前
子

ノ
年
迄

ハ
長
浜
御
役
所

二
而
御
改
を
請
申
候
所

二
、

子

ノ

九
月

β
芝
友

三
郎
と
申
者
請
負
被
仰
付

工
而
去
午
五
月
迄
此
者
相
改
申
候
所

二
御
運
上
金
御
上
納
相
滞
候

二
付
御
召
放

さ

れ
候
後
、
長
浜
村
名
主

四
郎
左
衛
門
、
重
須
村
名
主
半
右
衛
門
、
右
両
人

二
去
午
六
月

6
被
仰
付
候
間
、
改

ヲ
請
申
候
、

右
薪
払
方
之
儀

ハ
戸
田
村
廻
船
其
外
諸

々
船
持
方

へ
相
払
申
候

(享
保
士

.年
)

一
、
男
之
稼
耕
作
之
間

二
魚
猟
其
外
薪
山
稼
仕
候

(享
保
十
、
、年
)

一
、
薪
魚
漁
諸
分

一
之
義
請
負
人
方

へ
指
出
し
申
候

(延
享
.
一年
)

一
、
薪
山
萱
山
野
百
姓
持
分

二
御
座
候

是

ハ
他
村
入
合
之
山

二
而
ハ
無
御
座
候
、
御
水
帳

二
載

リ
百
姓
持
分

、　御
座
候

(延
亨
二
年
)

一
、
薪
秣
苅
場

是

ハ
百
姓
持
山

二
而
耕
作
之
間
伐

り
取
焚
申
候
、
井
秣
場
も
定

-ー
ハ
無
御
座
候
得
共
山

二
而
前

々
よ
り
苅

リ
来
申
候

(天
明

四
年
)

以
上
は
第
五
区

(西
浦
村
)、
第
六
区

(内
浦
村
)
の
町
村
合
併
以
前

の
村

々
の
村
明
細
帳

(差
出
帳
類
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
山
稼

の
記
述
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を
抜
き
書
き
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
抜

き
書
き
を

一
見
し

た
だ
け
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
第
五
区

の
江
梨
村
、
久
料
村
、
平
沢
村
と

第
六
区

の
山
方
運
上

の
記
載

の
あ
る
小
海
村
、
重
須
村

の
間

に
は
大
き
な
違

い
が
あ

る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
小
海
村
、
重
須
村

の
記
載

は
薪
木
運
上
が
有

る
と

い
う
こ
と
を
記
す
だ
け

で
、

そ
の
実
態

に
は
全
く
ふ
れ

て
い
な

い
。
明
ら
か

に
こ
の
両
村

の
場
合

は
山
稼
が
余
業

で
あ
り
、

こ
の
村

の
再
生
産

に
と

っ
て
ほ
と
ん
ど
量
的

に
も
意
味

を
持

っ
て
い
な

い
こ
と
を
示
唆

し

て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
、
第
五
区

の
久
料
村
、
平
沢
村
、
江
梨
村

の
記
載

は
薪

・
山
木

の
種
類
か
ら
、
分

一
運
上

の
経
過
、
薪
取
場

の
様
相
、
積

出
し

の
方
法
、
売
先

に
い
た
る
ま

で
か
な
り
詳
し
く
記
述

し

て
い
る
。

そ
れ
は

こ
の
村

々
に
と

っ
て
山
稼
が
再
生
産

に
と

っ
て
欠
く

こ
と

が
出
来
な

い
生
業

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
村
人
達
も
そ

の
こ
と
を
は

っ
き
り
自
覚
し

て
い
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

本
節

に
お

い
て
、
村
明
細
帳
を
農
業
、
漁
業
、
林
業
、
其
他

の
営
業

に
し
ぼ

っ
て
検
討
し

て
き
た
。
其
他
の
営
業

に

つ
い
て
は
石
材

の

切

り
出

し
が
目

に

つ
く
程
度

で
あ
り
、

そ
れ
も
江
戸
城
、
沼
津
城
、
更

に
尾
州
様
、
水
戸
様

の
石
f
場

の
預
り
で
あ

っ
た
。
ま
た
牛
馬

は

石

や
薪
木

の
運
搬

に
関
係
が
あ
る
と
考

え
牛

・
馬
数
を
参
考
ま

で
に
記
し

て
お

い
た
。
小
物
成
は
重
須
村

の
場
合
は
浮
役
米

の
記
載
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず

二

、
小
物
成

無
御
座
候
」
と

一
つ
書
き

さ
れ

て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
従
来
小
物
成
と
浮
役
は
同
義

に
解
さ
れ

て
い
る
の
で
、
再
検
討
を
す
る
必
要
を
感

じ
他

の
村
明
細
帳

の
記
載
を
調

べ
た
結
果

で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
久
料
村

の
享
保

一
四
年

の

「
差

出
帳
」

に
は

コ

、
小
物
成

是

ハ
舟
運
上
高
掛

リ
之
類
上
納
仕
候
」

と
記
さ
れ

て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
第

4
表

に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
漁
業

に

つ
い
て
の
記
載

は
ほ
と
ん
ど
が
諸
役
、
運
上

に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
り
、
林
業
も

分

一
の
有
無

に
か
か
わ
る
情
報
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
宝
永
七
年

の
平
沢
村

の
指
出
帳

に
も

コ

樹
木
密
柑
少

々
御
座
候
、
毎
年
浜
方
御
役
人
様
御
改
之
上
、
為
御
運
上
密
柑
少

々
指
上
ケ
申
候
、
但
作
之
間

ハ
山
稼
仕
候

而
渡
世

を
送
り
申
候
御
事
」



と

あ

り
、

樹

木

、
密

柑

の
記
載

も

、

運
上

に
か
か

わ

る
も

の

で
あ

っ
た
。
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第5表 幕末期の生産概況

型

村の分半が業

類

中心の村
・林業の村

・農業の村

・農業の村

髭分,漁 業林業が半分 の村
---- --1

・林 業 の村

塗塾_一 一一⊥

[

、

}

業

業

業

業

業漁漁漁漁農

[

業

業

業農林漁

業林

C

B

C

C

B

A

A

B

業漁

i

A

B

A

A

B

C

C

A

業農

C

C

B

B

A

A

C

C

目項
名村

村

村

村

村

村寺海津浜須重小↓..長重

村

村

村沢料梨平久江

第
六
区
(
内
浦
村)

(

西

浦

村
)第五区…軍III≠Il

と

こ
ろ

で
村
明
細
帳

は
幕
府
側
か
ら
指
出

し
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
名
主
が
必
要
な
項
目

に

つ

い
て
概
況
を
記
し
、
幕
府
御
役
所

に
提
出
す

る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、

そ
の
雛
形
が
く
ば

ら

れ
、
名

†

は

そ

の
雛
形

に
そ

く
し

て
、
必
要

な
部

分

を
書

き

記

し
提
出

し

た

の
で
あ

ろ
う
。

江
梨
村

に
は

「
享
保

一

一年
伊
、豆
国
君
沢
郡
江
梨
村
高
反
別
差
出
帳
」
と
い
う
雛
形
が
残

っ

て
い
る
。

こ
れ
は
細
か

い
字

で
書

い
た
三
四
頁

に
も
及

ぶ
大
部
な
も

の
で
あ
る
。
江
梨
村

に

は

こ

の
雛

形

に
そ
く

し

て
作

ら
れ

た

と
思

わ
れ

る

「
差

出
帳

」

は
残

さ
れ

て

い
な

い
が
、

久

料
村

に
は
享
保

一

一年

の

「
村
差
出

し
」

の
下
書
が
残

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
四
三
頁

に
も

及
ぶ
大
部

な
も
の
で
、
そ

の
記
載

の
項
目
、
順
序
は
享
保

一
二
年

の
江
梨
村

の
雛
形
と
全
く

同
じ
で
あ
り
、
「
炭
焼

無
御
座
候
」
、
「
大
工

無
御
座
候
」
と
無

い
場
合

で
も
逐

一
全

て
の

項
目

に
わ
た

っ
て

「無
御
座
候
」
と
有
無
を
書
き
記
し

て
い
る
。
久
料
村

に
も
同
じ
差
出
帳

の
雛
形
が
示
さ
れ
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。
勿
論
、
全

て
の
村

に
雛
形
が
配
ら
れ
た
か
否
か
は

明
ら
か
で
は
な

い
。

い
ず
れ

に
し

て
も
、

こ
の
雛
形

の
実
態
を
分
折
す

る
と
、
幕
府
が
村
明

細
帳
を
提
出

せ
し
め
た
意
図
も
、

ま
た
村
側

の
対
応

の
仕
方
も
お

の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な

る

で
あ

ろ
う
。

こ
の
点

は
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代

の
雛
形

に

つ
い
て
比
較
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と

思

う

が
、

後

日

の
課

題

と
し

た

い
。

27

以
上
、
村
明
細
帳

の
記
載
か
ら
各
村

の
概
況
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
を
農
業

に

つ
い
て

は
村
高
と

一
戸
平
均
所
持
高

に
よ
り
、
村
高
も
少
な
く
、

一
戸
平
均

の
持
高

が

一
石
未
満

で
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あ
る
村
を
C
、

一
戸
平
均
所
持
石
高
が
二
石
未
満

の
村
を
B
、

一
戸
平
均
所
持
石
高
が
二
石

以
上

の
村
を
A
と
し
、
漁
業

に

つ
い
て
は
、

浮
役
米

(網
戸
役
)
の
有
無
と
浮
役
米
高

の
多
少
、
船

の
種
類
と
船
数
、
更

に
浜
方
分

一
の
記
載
を
配
慮
し
、
林
業

に

つ
い
て
は
分

一
の
有

無
と
記
載

の
内
容
を
考
慮

し
な
が
ら
、
漁
業

・
林
業

の
比
重

の
高

い
も

の
か
ら
A

・
B

・
C

の
ラ
ン
ク
付
け
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
を
示

し
た

の
が
第

5
表

で
あ
る
。

第

5
表

か
ら
見

る
と
、
幕
末
期

の
重
寺
村

は
漁
業
中
心

の
村
、
久
料
村

は
林
業
中
心

の
村
、
小
海
村
と
江
梨
村
は
漁
業

と
林
業
が
中
心

の
村
、
三
津
村
、
長
浜
村

は
漁
業
と
農
業

の
村
、
重
須
村

は
農
業
半
分
、
漁
業

.
林
業
が
半
分

の
村

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
結
果
を
第

3
表
、
明
治
、
一五
年
前
後

の
業
務

の
歩
合
と
比
較
し

て
見
る
と
、
重
須
村

が
明
治
期

の
方
が
や
や
農
業

の
比
重
が
多
く

な

っ
て
い
る

こ
と
と
、
三
津
村
が
漁
業
よ
り
も
水
産
加
工

・
商
業

の
比
重
を
大
き
く
し
て
い
る
他
は
、

ほ
ぼ
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

幕
未
期
か
ら
明
治
中
期

の
間

に
三
津
村
が
水
産
加
工
、
水
産
物
流
通

の
町
場
と
し

て
、

そ
の
性
格
を
変

え
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
何
時
頃

の
こ
と

で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
今
後

に
残
さ
れ
た
課
題

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
全
体
的

に
は
、

こ
の
地
域

の
漁
村

の
幕
末
か
ら
明
治
中

期

に
か
け

て
の
変
化
は
そ
れ
程
大
き
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。

と

こ
ろ
で
、
村
明
細
帳

の
記
載
を
検
討
す

る
過
程

で
、
漁
業

に
か
か
わ
る
年
貢
、
諸
役
、
運
上

に

つ
い
て
、

い
く

つ
か

の
事
実
を
知

る

こ
と
が
で
き
た
。
浜
方
分

一
・
運
上

に

つ
い
て
、

そ
れ
が
漁
法
だ
け

で
は
な
く
、
魚
種

に
よ

っ
て
も
分

一
の
率

が
異
な
る
こ
と
も
そ
の

一

例

で
あ
る
。
ま
た
江
梨
村

の
宝
永
七
年

の
指
出
帳

に
は
、
海
役
、
小
増
網
役
、
大
魚
網
役
、
塩
浜
役
、
磯
苔
役
等

の
役
銭

の
説
明
が
あ
る
。

本
稿

で
は
幕
末
期

に
限
定
し
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
役
銭

に

つ
い
て
は
ふ
れ
な
か

っ
た
が
、
海
付

の
村

の
年
貢
、
諸
役
、
運
上

に

つ
い
て
は

別
稿

で
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
久
料
村

の
年
貢
諸
役
、
浜
方

・
山
方
分

一
運
上

に

つ
い
て
は
、
「
豆
州
西
浦
組
久
料
村

の
生
業
と
生
産
」

に
お

い
て
、
諸
種

の
分

一
取
立
帳

・
改
帳

に
立
ち
入

っ
て
詳
述
し

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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註(
1
)

『静
岡
県
水
産
誌
』
は
、
明
治
、
、七
年
、
静
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

の
前
身

で
あ
る
静
岡
県
漁
業
組
合
取
締
所
が
編
集
出
版
し
た
も
の
。

和
五
九
年
二
月

に
静
岡
県
図
書
館
協
会
に
よ

っ
て
復
刻
再
刊
さ
れ
た
。

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

昭

差
出
帳
」

天
明
四
年

「伊
.笠
国
君
沢
郡
江
梨
村
指
出

シ
帳
」

九
二
六
)、
天
明
五
年

「伊
豆
国
君
沢
郡
重
須
村
指
出
帳
」
(『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
㎞
八
六
〇
)
、
寛
政
九
年
久
料
村

「村
差
出
し
帳
」
(『豆
州
内
浦

漁
民
史
料
』
恥
九
二
七
)
、
寛
政
四
年
.二
津
村

「御
尋

二
付
差
上
申
箇
條
書
之
事
」
(『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
晦
八
八
五
)
。
尚
、
室
伏
家
文
書

・
増
田

家
文
書

・
西
島
家
文
書

・
江
梨
区
有
文
書
は
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
史
料
で
あ
る
。

　 　 　 　 　 　 ノ　ヘ ノへ 　
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拙
稿
、
「房
総

の
海
と
生
活
ー
九
十
九
里
浜

の
鰯
漁
を
中
心

に
ー
」

(『
歴
史
と
民
俗
』
4

一
九
八
九
年
六
月

平
凡
社
刊
)。

木
村
礎
校
訂

『
旧
高
旧
領
取
調
帳

中
部
編
』
(
日
本
史
料
選
書
11

昭
和
五
二
年

近
藤
出
版
社
刊
)
を
参
照
。

江
梨
区
有
文
書

(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
。

『静
岡
県
水
産
誌
』
巻
四
、

.

..∴
頁
。

出
典
は
以
ド

の
と
お
り
で
あ
る
。
享
保

一
四
年

「伊
豆
国
重
寺
村
差
出
帳
」
(室
伏
家
文
書
)、
文
化

一
四
年

「内
浦
組
合
伊
豆
国
君
沢
郡
小
海
村

(増
田
家
文
書
)、
天
明
、
、年

「伊
豆
国
君
沢
郡
平
沢
村
指
出
ド
書
」
(西
島
家
文
書
)
、
宝
暦

一
〇
年

「、U
州
君
沢
郡
江
梨
村
差
出
シ
帳
」

・

(江
梨
区
有
文
書
)
、
寛
政
九
年
長
浜
村

型村
鑑
帳
」
(渋
沢
敬
コ
、編
著

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
晦

.二
津
村
差
出

シ
帳
」

M
四
七
四
)、
宝
永
七
年

「伊
豆
国
君
沢
郡
重
寺
村

井
反
別
指
出

シ
帳
」
(『
豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
晦
四
七
五
)、
享
保

…
四
年

「
伊
亘
国
君
沢
郡
重
与

註

(6
)
を
参
照
。

渋
沢
敬
三
編
著

『藍
州
内
漁
民
史
料

(昭
和

一
四
年
刊
)
恥
四
ヒ
五
。

江
梨
区
有
文
書

(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
。

註

(6
)
を
参
照
。

江
梨
区
有
文
書

(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
。

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
酌

一
一
九

一
。

而覚
」

(『
乾
州
内
浦
漁
民
史
料
』
M
九
四
、
.)
。

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
晦
四
ヒ
○
。

註

(6
)
に
あ
る

「差
出
帳
」
を
本
稿

で
は
村
明
細
帳
と
呼
ぶ
。
な
お

(
6
)
以
外

の
村
明
細
帳

(差
出
帳
)
は
、
宝
永
五
年

「伊
豆
国
君
沢
郡

(『
豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
恥
四
七
〇
)
、
宝
永
七
年

「伊
.U
国
君
沢
郡
長
浜
村
郷
村
井
反
別
差
上
帳
」
(『
旦
州
内
浦
漁
民
史
料
』
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村
差
出

シ
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)、
宝
永
ヒ
年

「伊
豆
国
君
沢
郡
重
寺
村

井
反
別
指
出

シ
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
、
宝
暦

一

〇
年

コ
豆
州
君
沢
郡
江
梨
村
差
出
し
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
、
天
明
四
年

「伊
豆
国
君
沢
郡
江
梨
村
指
出

シ
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵
)
、
享
保
五
年

「伊
豆
国
久
料
村
差
出

シ
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
)
、
享
保

二

年
久
料
村
の

「村
差
出

シ
帳
」
(沼
津
市
歴
史
民
俗

資
料
館
蔵
)

な
お
本
稿

で
使

っ
た
差
出
帳
、
明
細
帳
類

は
註

(6
)

・

(15
)
の
史
料

で
あ
る
。


